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( 前月より887人滅)

町
を
緑
で
い
っ
ぱ
い
に

苗
木
を
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す

結
婚
記
念
樹
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
計
画
中

樹
木
の
緑
は
私
た
ち
に
う
る
お
い
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
私
た
ち
が
生
き
る
う
え
で
不
可
欠
の
も
の
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
緑
も
、
東
京
で
は
都
市
化
の
波
に
押
さ
れ
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
区
で
は
″町
に
緑
を
と
り
も
ど

そ
う
″
と
緑
化
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
I
環
と

し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
苗
木
の
無
料
配
付
を
行
な
う
ほ

か
、
結
婚
記
念
樹
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
植
木
市
の
開
催
な
ど

を
計
画
中
で
す
。

緑
の
保
護
と
回
復
の
た
め
に

緑
の
保
鍵
と
回
復

を
重
点
目
標
と

し
、
区
内
の
緑
化
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
予
ま

し
て
い
ま
す
。
現
在
計
画
中
の
緑
化
姐

業
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

結
婚
記
念
樹
を

プ

レ

ゼ

ン

ト

新
し
い
人
生
の
門
出
を
お
祝
い
し
、

樹
木
が
年
輪
を
重
ね
る
よ
う
に
、
堅
`

な
家
庭
の
建
設
を
、
と
い
う
こ
と
に
廟

い
を
こ
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

植
え
る
場
所
を
持
た
な
い
カ
ッ
プ
ル

に
は
、
区
の
公
園
の
一
部
に
植
え
て
む

ら
い
、
区
内
に
樹
木
を
一
本
で
も
増
心

そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

植

木

市

を

開

催

夏
の
夕
べ
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ぷ
ら

り
と
植
木
市
へ
出
か
け
て
み

ま
せ
ん

か
。苗

木
・
盆
栽
・
鉢
吻
・
観
葉
植
物
・

季
節
の
草
花
な
ど
数
十
種
類
を
出
品
し

ま
す
。一
鉢
で
も
お
買
い
求
め
の
う
え
、

緑
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

先
着
五
千
名
ま
で
に
、
草
花
の
種
子
な

ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

保

護

樹

木

・

樹

林

に

補

助

金

交

付

一
定
の
基
準
に
あ
い
、
保
存
に
値
す

る
樹
木
や
樹
林
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
管
理
者
に
は
、
伐
採
な
ど
せ
ず
大

切
に
保
存
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自

然

観

察

会

秋
の
日
の
一
日
、
自
然
に
親
し
ん
で

自
然
の
も
つ
美
し
さ
、動
植
物
の
生
態
、

そ
れ
ら
と
自
然
と
の
か
か
わ
り
な
ど
参

観
察
し
て
も
ら
い
、
自
然
保
護
の
必
簪

性
を
再
認
躪
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

計
画
で
す
。

パ
ス
旅
行
で
す
の
で
、
お
子
様
連
れ

も
歓
迎
し
ま
す
。

標

語

・
ポ

ス

タ

ー

の

募

集

緑
化
推
進
の
た
め
の
標
語
を
夥
集
し

ま
す
。
入
賞
の
標
語
は
区
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
は
、
区
内
小
中
学
生
を
対

象
に
募
集
し
ま
す
。
入
賞
作
品
は
パ
ネ

ル
に
し
て
、移
動
展
覧
会
を
閧
い
た
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

緑

の

相

談

コ

ー

ナ

ー

を

開

設

「
我
が
家
の
庭
木
は
勢
い
が
悪
い
け

れ
ど
、
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
?

」
「
こ

れ
か
ら
庭
木
を
植
え
た
い
が
何
が
適
当

だ
ろ
う
か
?

」
そ
ん
な
相
談
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
緑
の
相
心
コ
l
ナ
ー
ヘ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
毎
月
一
回
、
区
役
所
一

階
の
相
駿
室
で
専
門
家
が
お
答
え
し
夕

す
。
樹
木
を
手
入
れ
す
る
方
法
・
病
一
・

虫
の
防
除
・
草
花
の
育
て
方
な
ど
、
8

の
「
な
ん
で
も
相
談
」
を
し
ま
す
。

学

校

や

公

共

施

設

の

緑

化

学
校
や
区
民
セ
ン
タ
ー
を
順
次
緑
化

す
る
ほ
か
、
公
園
・
緑
逎
の
開
般
も
作

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
と
し
の
三
月
に
、
区
内
の
農
家
十
軒

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
苗
木
を
三
万
本

植
付
け
し
ま
し
た
。
三
年
後
に
は
、
大

き
く
育
っ
た
貝
塚
伊
吹
や
サ
ザ
ン
カ
を

区
民
の
み
な
さ
ん
へ
配
付
す
る
予
定
で

す
。以

上
、
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
く
わ
し
く
は
各
事
業
ご
と
に
「
区

の
お
知
ら
せ
」
で
ご
案
内
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
緑
化
事
業
の
一
廓
の

推
進
に
ご
協
力
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
は
区
役
所
緑
化
係
へ

写
X
は
竹
の
塚
五
丁
目
の
石
鍋
さ
ん

イ

ヌ

ツ

ゲ

な

ど

―
万

五

千

本

を

配

付

近
く
に
緑
に
あ
ふ
れ
た
樹
木
が
あ
る

と
、
汚
れ
た
空
気
・
水
の
浄
化
弋

騒

音
を
防
ぐ
の
に
役
立
つ
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

る
私
た
ち
の
心
に
や
す
ら
き
を
与
え
、

子
ど
も
た
ち
に
は
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
敵
歩
の
場

と
も
な
り
ま
す
。

苗
木
の
無
料
配
付
と
し
て

、昨
年
は
r

お
お
む
ら
さ
き
つ
つ
じ
の
苗
木
を
一
万

本
配
り
ま
し
た
。
苗
木
の
配
付
を
受
け

た
家
庭
で
は
、
も
う
じ
き
美
し
い
花
が

見
ら
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

こ
と
し
は
、
小
鳥
を
呼
べ
る
よ
う
な

樹
木
を
中
心
に
五
租
集
め
ま
し
た
。
配

付
本
数
も
一
万
五
千
本
と
昨
年
よ
り
多

く
し
ま
し
た
。
町
を
緑
で
い
っ
ぱ
い
に

す
る
た
め
、
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
要
領
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
方
法

「
往
復
は
が
き
」
で
、
左
の
記
入
例

に
よ
り
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
み
は
、一
世
帯
に
つ
き
一
枚
(
一

本
)
に
限
り
ま
す

▽
申
込
締
切
り

五
月
十
五
日
(
水
)
ま
で
に
区
役
所

へ
到
着
し
た
も
の

▽
苗
木
の
種
類
と
配
付
本
数

各
樹
木
と
も
実
は
な
り
ま
す
が
、
ヵ

キ
を
除
く
と
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん

。

シ
ャ
リ
ン
バ
イ
…
成
木
す
る
と
約
二

封
に
な
る
常
緑
樹
。
白
い
花
が
咲
き
、

十
月
頃
球
形
の
実
が
な
る
。
煙
害
に
強

い
の
が
特
徴
、
三
千
本
。

タ
チ
バ
ナ
モ
ド
キ
・
:
成
木
す
る
と
約

二
封
に
な
る
常
緑
樹
、
白
い
花
が
咲
沸

冬
に
橙
色
の
実
を
つ
け
る
。
生
垣
に
疼

く
用
い
ら
れ
る
。
二
千
本
。

カ
キ
・―・
四
千
五
百
本
。

カ
ク
レ
ミ
ノ
・
=成
木
す
る
と
約
八
M

に
な
る
常
緑
樹
。
七
月
頃
だ
円
形
で
淡

黄
色
の
花
を
つ
け
、
十
一
月
頃
に
黒
い

実
が
な
る
。
日
本
庭
園
の
庭
木
と
し
て

好
適
。
千
本
。

イ
ヌ
ツ
ゲ
=
・
枝
葉
が
密
生
し
、
刈
込

物
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
四
千
五
百
本
。

※
配
付
す
る
時
の
高
さ
は
六
十
芍
?
八

十
り
。
な
お
、
希
望
し
た
樹
種
が
申
込

多
数
の
時
は
、
先
着
順
で
決
定
し
ま
す
。

▽
配
付
時
期

六
月
上
旬～
中
旬
の
予
定

「
カ
キ
」
だ
け
は
秋
に
配
布
し
ま

す
。
配
付
場
所
・
時
間
な
ど
に
つ
い
て

は
返
信
用
(
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

春
の
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参

加

団

体

募

集

春
た
け
な
わ
と
と
も
に
、
花
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
き
れ
い
に
咲
い
た
苡

は
、
と
か
く
す
さ
み
が
ち
な
人
の
心
少

な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

区
内
の
各
地
域

や
職
場
、
学
校
で

は
、
こ
れ
ら
の
花
を
大
切
に
み
な
さ
ん

が
育
て
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。

足
立
区
新
生
活
運
動
推
進
委
員
会
で

は
、
み
な
さ
ん
が
大
切
に
育
て
た
花
癸

対
象
に
、毎
年
、春
(
五
月
中
旬
)
と

秋
(
十
月
中
旬
)
の
二
回
「花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
参
加
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
春
の
参
加
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、参
加
ご
希
望
の
団
体
　
(

地
域
、職
場
、学
校
等
)
は
、五
月

十
日
ま
で
に
、
区
役
所
区
民
係
ま
で
、

お
申
出
く
だ
さ
い
。

いちょうの木を植え、区民に親 しまれている保木間 緑道

変 わ り ま す

区民施設の休館日

区
民
の
方
に
親
し
ま
れ
、利
用
さ
れ
て
い
る
区
の
施

設
の
休
館
日
が
、五
月
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

▽
毎
月
第
三
日
曜
日
(
家
庭
の
日
)
↓
休
館

翌
日
の
月
曜
日
↓
開
館

そ
れ
以
外
の
週
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
、
日
曜

日
に
は
開
館
し
ま
す
。

▽
休
館
日
が
変
わ
る
施
設

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
・
児
童
館
・
老

人
館
・
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
・
青
年
館
・
文
化
会

館
・
体
育
館
・
産
業
振
興
館
・
出
張
所
併
設
の
集

会
室
お
よ
び
学
習
室

▽
す
で
に
受
付
け
た
分
に
つ
い
て

結
婚
式
場
は
、六
か
月
前
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
か
、

す
で
に
申
込
ま
れ
た
万
に
つ
い
て
は
、
こ
の
第
三
日
躙

日
に
あ
た
っ
て
い
て
も
、挙
式
・
披
露
宴
と
も
に
と
り
行

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
心
配
な
く
。

そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
受
付
け
た
分

に
つ
い
て
は
同
様
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
関
係
は
、
東
都
区
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
…
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

図
書
館
関
係
は
、
中
央
図
書
館
…
　
八
四
〇
一

四
六
四
六

児
童
館
・
老
人
館
関
係
は
、新
田
児
童
館
…

九
二
〒

三
四
ニ
一

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
(
　
八
五
〇
j
二
六
一
七
)

・
青
年
館
(
　
八
九
〇
-
○
○
六
一
)
・
文
化
会

館
(
　
八
八
六
―
八
八
六
〇
)
・
体
育
館
(
　
八

八
六
上
(
○
匸
二
)
・
産
業
振
興
館
(
　
八
八
ニ
ー
一

六
六
八
)
は
そ
れ
ぞ
れ
へ

出
張
所
併
設
の
施
設
は
、
区
役
所
区
民
部
管
理
課
へ

区役所へおいでのとき

は、駐車場がせまいの

で、なるべぐ車はご遠

慮ください。

5月 のセンター・児童館・老人館だより

□

東

部

区
民

福

祉

セ
ン

タ

ー
　

六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
創
作
紙
入
形
教
室
|
十
六
日
(
木
)
午
後
一
時
…
材
料
賢
七
百
円

定
員
七
十
名
■
七
宝
焼
教
室
―
十
八
日
(
土
)
午
後
一
時
・
・
・
材

料
費
五
百
円

定
員
二
十
五
名

■
ペ
ー
パ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
教
室
-

二
十
一
日
(
火
)
午
後
一
時
…
材
料
費
六
百
五
十
円
定
員
五
十
名

■
つ
ま
み
画
教
室
圭
一
十
四
日
(
金
)
午
後
一
時
=
・
材
料
費
千
円

定
貝
七
十
名

□

中

部
区

民

福
祉

セ

ン

タ

ー
　

八
八
九
-
四
六
六
一

■
子
ど
も
映
画
会
|
十
一
日
(
土
)
十
八
口
(
土
)
午
後
二
時
三
十

分
■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
|
八
日
(
水
)
・
十
五
日
(
水
)
午
後
三
時

□

西

部
区

民

福
祉

セ
ン

タ

ー
　

八
九
七
一

五
〇
一
六

■
老
人
茶
遭
教
室
―
十
六
日
(
木
)
午
前
十
時
定
員
二
十
名
■

老
入
踊
り
教
室
―
十
日
(
金
)
・
十
七
日
(
金
)
午
前
十
時
三
十
分

―
老
人
浪
曲
大
会
―
十
九
日
(
日
)
午
後
一
時
定
員
百
名
■
毋

と
子
の
七
宝
焼
教
室
―
二
十
五
巳
(
土
)
!
一
十
六
日
(
日
)
・
=
材

料
費
三
百
五
十
円
?
五
百
円
七
日
'
火
)
か
ら
受
付
け
定
員
十
組

□

千

住

区

民

福
祉

セ

ン

タ
ー
　

八
八
二
-
二
七
六
五

■
演
芸
大
会
一
二
十
九
日
(
水
)
午
前
十
時
・
=
七
日
(
火
)
か
ら
受

付
け
対
象
⊥
(
十
歳
以
上
の
方
定
員
六
十
名
■
民
魑
教
室
―

九
日
(
木
)
十
六
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
■
踊
り
教
室
―
八

日
(
水
)
十
五
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
―
紙
芝
居
と
お
話
の

会
|
十
二
日
(
日
)
午
前
十
時
■
子
ど
も
映
画
会
―
十
二
日
(
日
)

十
九
日
(
日
)
午
柵
二
時
―
こ
十
分
■
老
入
健
康
相
談
―
二
十
一
日

(
火
)
午
後
一
時
―
二
十
分

□
西
伊
興
児
童
館
　
八
九
七
上
(
九
四
八

■
映
画
会
|
十
八
日
‘
(
土
)
午
後
二
時
■
卓
球
月
例
会
-
十
二
日

(
日
)
午
後
二
時
申
込
み
は
五
日
(
日
)
か
ら

□

新
田

児

重
a

・
老

人

館
　

九
匸
〒

三
四
ニ
ー

―
開
館
一
周
年
祭
―
十
口
(
金
)
か
ら
十
二
日
(
日
)
午
前
九
時

児
童
作
品
展
・
手
芸
品
、
盆
栽
等
展
示
芸
能
大
会
・
―
・
十
日
(
金
)

人
形
劇
・
・
・
十
一
日
(
土
)
午
後
お
茶
席
・
・
・
十
}
日
(
土
)
午
前

十
一
時
墺
擬
店
・
:
十
二
日
(
日
)
午
前
十
一
時
将
棋
大
会
・
・
・
十

二
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
七
日
(
火
)
よ
り
受
付
け
三
十
名

に
な
り
次
第
締
切
り
■
舞
踊
饋
輩
日
|
八
日
(
水
)
十
五
日
(
水
)

午
前
十
時
」
I
音
楽
教
室
丿
十
八
日
(
占
午
後
一
時
三
十
分

□

教

育

セ

ン
タ
―
　

八
五
〇
!
八
八
〇
一

■
絵
画
教
室
―
九
F
(
木
)
か
ら
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
午
後
六

時
三
十
分
‘
・
・
定
員
三
十
名
■
英
会
話
教
室
|
十
八
日
(
土
)
か
ら

毎
週
土
曜
日
午
後
三
時
'
=定
員
四
十
五
名

一
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投

影
1
毎
週
木
曜
日
午
後
六
時
三
十
分
=
・
入
場
料
五
十
円
(
十
六
歳
以

上
)
■
レ
コ
ー
ド
ー
コ
ン
サ
ー
ト
ー
毎
週
木
曜
日
午
後
六
時

□

花

畑

区
民

セ

ン

タ

ー
　

八
五
〇
上
一
六
一
七

■
ペ
ー
パ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
教
室
―
十
二
日
(
日
)
午
後
二
時
・
・
・
先
着

二
十
名
」フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
―
十
二
日
(
日
)
午
前
十
時
■
料

理
教
室
―
五
月
?
十
一
月
の
第
一
・
第
三
金
曜
日
午
後
六
時
三
十
分

・・・
教
材
贊
約
六
千
円

定
員
三
十
名

■
お
年
寄
り
の
民
冊
教
室
|

七
日
(
火
)
二
十
一
日
(
火
)
午
後
二
時

<
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
〉

【
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
直
接
各
施
般
の
事
務
室
へ
】

・区役所( 教育委員会を含む) 882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　盲部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

―
入
学
式
か
ら
一
か
月
―

行
動
の
ひ
ろ
が
り
を
見
つ
め
て

細
か
い
心
づ
か
い
を

新
入
生
も
、
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま

せ
て
校
門
を
く
ぐ
っ
て
か
ら
、
は
や

一
か
月
た
ち
ま
し
た
。
先
生
や
友
だ

ち
と
も
親
し
み
、
喜
ん
で
登
校
す
る

お
子
さ
ん
を
見
て
、
ほ
っ
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

疲

労

―
病

気

に

注

意

新
入
生
も
学
校
の
生
活
に
慎
れ
て

だ
ん
だ
ん
広
い
場
所
に
出
て
遊
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

入
学
し
た
て
の
こ
ろ
は
、
運
動
場

の
決
め
ら
れ
た
場
所
か
ら

は
な

れ

ず
、
小
さ
く
か
た
ま
っ
て
遊
ん
で
い

ま
す
。
慣
れ
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
輪

の
ひ
ろ
が
り
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま

す
。
行
動
の
範
囲
が
ひ
ろ
が
り
、
活

発
に
な
っ
て
く
る

の
と
、
入
学
当
初

の
緊
張
が
く
ず
れ

て
、
疲
労
が
目
立

つ
子
も
出
て
き
ま

す
。
寝
ぞ
う
が
悪

か
っ
た
り
、
怒
り

っ
ぽ
く
な
っ
た
り

す
る
の
は
、
疲
れ
の
現
わ
れ
で
す
か

ら
、
休
養
を
と
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
疲
れ
か
ら
病
気
に

な
る
子
も
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

通

学

路

の

確

認

を

一
年
生
は
、
座
席
の
近
い
子
が
友

だ
ち
に
な
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で

す
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
の

話
の

中

に
、
新
し
い
友
だ
ち
の
こ
と
が
出
て

く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
友
だ
ち
の
家
に
寄

っ
た
り
す
る
子
も
出
て
き
ま
す
。
ま

た
、
ふ
ざ
け
て
歩
い
た
り
も
す
る
の

で
、
一
年
生
の
交
通
事
故
が
多
く
な

り
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
通
学

路
を
歩
い
て
、
危
い
場
所
や
横
断
歩

道
の
渡
り
方
な
ど

お
子
さ
ん
に
も
う

一
度
、
し
っ
か
り

教
え
て
お
く
こ
と

も
た
い
せ
つ
な
こ

と
で
す
。

そ
し
て
、
友
だ

ち
の
家
が
ど
こ
か

を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
行
き
先
を
お
さ

え
て
お
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
の
ひ
と
つ
で

す
。

最
近
は
道
路
の
様
子
も
変
わ
り
や

す
い
の
で
、
通
学
路
が
今
で
も
安
全

か
ど
う
か
も
確
か
め
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

母

親

同

士

の

交

流

を

子
ど
も
は
、
家
に
い
る
時
、
学
校

に
い
る
時
、
友
だ
ち
の
家
で
遊
ん
で

い
る
時
、
そ
の
様
子
は
ず
い
ぶ
ん
違

い
ま
す
。

家
で
は
「
だ
だ
っ
子
」
で
困
る
と

思
っ
て
い
る
の
に
、
友
だ
ち
の
お
か

あ
さ
ん
に
ほ
め
ら
れ
て
と
ま
ど
っ
た

り
し
た
経
験
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
の
見
て
い
る
お
子
さ

ん
だ
け
が
、
ほ
ん
と
う
の
姿
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
緊
張
す
る
場
面
、
あ
ら

た
ま
っ
た
場
所
で
は
違
っ
た
様
子
が

現
わ
れ
る
も
の
で
す
。
社
会
性
が
つ

け
ぱ
つ
く
ほ
ど
、
そ
の
場
に
合
っ
た

行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
の
目
の
と
ど
か
な
い

と
こ
ろ
で
の
様
子
を
知
る
た
め
に

も
、
お
か
あ
さ
ん
同
志
の
交
流
を
深

め
、
自
分
の
子
や
友
だ
ち
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
理
解
し

て
い
く
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
4
6
)

―
―
千
住
四
丁
目
か
い
わ
い
　そ
の
七―
―

勝
山
準
四
郎

四
丁
目
の
寺
小
屋
群
雀
堂
の
あ
と
を
受
け
継
い

だ
の
が
田
迎
嘉
典
で
あ
る
。
田
迎
学
校
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
後
に
東
京
府

知
事
に
提
出
し
た
。
明
治
二
十
五
年
三
月
六
日
付

の
報
告
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
少
し
長
文

だ
が
引
用
し
て
み
る
。

「
本
校
(
私
立
田
迎
小
学
校
)
は
正
木
氏
な
る

者
天
明
年
中
の
私
塾
創
立
に
開
す
る
も
の

に
し

て
、
千
住
四
丁
目
に
家
塾
を
設
く
。
当
時
群
雀
堂

と
称
し
、
初
代
よ
り
ニ
代
の
関
は
千
住
襦
の
子
弟

は
勿
論
近
郷
の
皿
、
衆
く
鞭
を
同
塾
に
受
け
し
と

言
う
。
後
三
代
目
正
木
蕈
輔
な
る
者
明
冶
七
年
六

月
業
豪
廃
す
る
に
到
り
、
田
迎
嘉
典
な
る
者
継
続

業
を
茲
に
執
る
。
時
に
学
事
興
隆
教
の
際
、
従
前

の
教
場
湿
地
狭
隘
に
し
て
小
学
校
教
課

行
ひ

難

く
、
依
て
同
八
年
五
'月
現
在
の
地
(
千
住
四
丁
目

五
五
)
へ
移
籍
増
築
し
た
り
。
同
十
年
九
月
田
迎

小
学
校
と
改
称
す
。
…
…
下
略
…
…
」

幸
い
当
時
の
教
場
関
取
図
な
ど
も
残
っ
て
い
る

の
で

、
規
榎
な
ど
は
祭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

っ
と
も
こ
の
鼎
物
は
、
大
正
大
震
災
で
倒
壊
し
て

し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
学
制
は
発
布
と
な
っ
た
も
の
の
、
公
立
学

校
の
設
置
は
む
ず
か
し
く
、
区
内
で
も
千
寿
小
学

校
が
勝
専
寺
で
間
借
り
M
校
を
す
る
前
後
の
頃
で

あ
っ
た
か
ら
、
町
内
に
と
っ
て
は
田
迎
学
校
の
開

校
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
今
迄
の
塾
生
は
そ
っ
く
り
小
学
生
と
し
て

在
学
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
も
町
内
の
旧
家

に
は
田
迎
学
校
に
学
ん
だ
い
ろ
い
ろ
な
関
係
書
が

残
さ
れ
て
い
る
。

千
住
五
丁
目
山
田
家
に
、
明
治
十
六
年
発
行
の

日
課
優
劣
表
が
残
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
一
つ
で

―

あ
る
。
毎
日
手
渡
さ
れ
る
通
信
簿
で
あ
る
。
全
教

科
の
優
(
○
)
劣
(
●
)
不
参
(
△
)
を
毎
日
記

入
し
て
家
庭
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
注

意
書
に
「
一
、
日
々
昇
校
の
節
教
師
に
出
し
、
退

校
の
節
教
師
よ
り
閘
取
り
、
偏一
宅
の
後
必
ず
父
兄

に
示
す
べ
し
」
と
明
示
し
て
い
る
。

記
入

す
る
側

も
、
書
か
れ
る
子

供
も
、
見
せ
ら
れ

親
達
も
な
か
な
か

厄
介
な
こ
と
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。

と
に
角
思
っ
た
よ

り
き
び
し
い
勉
強

法
が
と
ら
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
そ
う
で

も
し
な
け
れ
ば
、そ
の
頃
の
時
世
で
は
子
供
た
ち
も
余

り
熱
を
入
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

尚
同
家
に
明
治
二
十
三
年
南
足
立
郡
衛
生

教
育

会
発

行
の
在
学
生
の
種
痘
済
証
も
残
っ
て
い
る
。
種
痘

医
井
上
玄
道
、
検
診
医
斉
木
林
策
の
名
が
記
さ
れ

た
、
当
時
の
学
校
保
健
を
晤
る
珍
ら
し
い
資
料
で

あ
る
。(
こ
の
項
渡
辺
春
間
氏
教
示
)

学
制
の
整
備
と
と
も
に
、
教
育
内
容
条
件
も
次

第
に
複
雑
に
な
り
、
区
内
の
私
立
小
学
校
も
い
つ

か
姿
を
消
し
て
い
っ
た
中
で
、
田
迎
小
学
校
は
最

後
ま
で
灯
を
か
か
げ
て
い
た
が
、
嘉
典
が
明
治
ニ

十
九
年
ニ
月
逝
去
に
よ
っ
て
遂
に
廃
校

と
な
っ

た
。
嘉
典
は
旧
忍
瀋
(
埼
玉
)
の
出
で
、
代
々
稲

右
衛
門
を
名
乗
る
家
柄
、
そ
れ
だ
け
に
学
問
は
勿

論
剣
橦
水
練
の
道
の
上
達
者
で
あ
っ
た
と
■
つ
。

は
じ
め
浅
草
に
居
住
、
後
千
住
南
組
二
十
八
番
地

に
家
塾
開
業
、
そ
し
て
千
住
に
移
っ
た
と
言
う
。

今
は
知
敬
院
賢
良
明
道
居
士
の
名
で
千
住
五
丁
目

―安
養
院
に
眠
っ
て
い
る
。(
こ
の
項
つ
づ
く
)

田迎小学校関取図

…
年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
…

成

人

病
無

料

検

診

区
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
方
々
の
う
ち
、
四
十
疲
以
上
の
万

を
対
象
に
、
「
成
人
病
予
防
無
料
検
診
」

を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

資
格
―
明
冶
四
十
二
年
か
ら
昭
和
九
年

ま
で
に
生
ま
れ
た
足
立
区
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
(
た
だ
し
、
先
着

三
千
名
ま
で
)

場
所
―
足
立
区
医
師
会
に
加
入
し
て
い

る
病
院
お
よ
び
医
院

検
診
項
目
―
問
診
・
聴
打
診
・
血
圧
測

定
・
体
重
測
定
―
尿
定
性
検
査
(
綸

―
た
ん
白
―
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
)
・

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

受
診
方
法
―
彼
保
険
者
証
を
持
参
の
う

え
、
足
立
区
医
師
会
加
入
の
病
院
お

よ
び
医
院
へ
行
き
「
国
保
の
成
人
病

予
防
無
料
検
診
」
を
受
け
た
い
旨
申

出
る
こ
と

費
用
―
無
料
。
た
だ
し
、
病
気
が
発
見

さ
れ
治
療
を
受
け
る
方
は
保
険
給
付

を
受
け
、
一
部
負
担
金
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い

実
施
期
限
―
五
月
三
十
一
日
(
金
)
ま

で
。
た
だ
し
、
休
診
日
は
除
く

紡
梟
通
知
-
検
診
終
了
後
(
六
月
中
頃

ま
で
に
)
検
診
結
果
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
国
民
健
康

保
険
課
へ
ど
う
ぞ
。

たばこは区内で賈いましょう

昨 年度は

10億2 千万 円

たば こ消費 視

力咀 にはい り

まし た

本年度は1本に付7・錢が区にはいります

野球チーム
の 登 録 を

区
教
育
委
員
会
で

砲
、
野
球
の
好
き
な

区
民
の
み
な
さ
ん
に

区
営
運
動
場
を
優
先

的
に
お
賃
し
し
て
い

ま
す
が
、
区
営
運
動

場
の
貸
出
し
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
、
野

球
チ
ー
ム
の
登
録
制

を
行
な
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
登

録
制
を
行
な
う
こ
と

に
よ
り
い
ま
ま
で
の

優
先
扱
い
を
一
層
明

確
に
で
き
る
ほ
か
、
区
内
野
球
チ
ー
ム

の
数
を
正
確
に
知
る
こ
と
で
大
会
な
ど

を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

登
録
の
方
法
は

こ
の
制
度
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん
や

区
内
に
お
勤
め
の
方
々
で
作
っ
て
い
る

チ
ー
ム
だ
け
が
登
録
で
き
ま
す
。
登
録

は
、
チ
ー
ム
の
代
表
者
が
区
教
育
委
員

会
体
育
課
に
備
え
つ
け
の
登
録
用
紙
に

所
要
事
項
を
配
入
9
つ
え
登
録
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
登
録
し
て
い
た
だ

い
た
チ
ー
ム
に
は
、
こ
れ
と
引
換
え
に

登
録
証
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

い
つ
か
ら

球
場
の
使
用
申
込
み
の
際
に
は
、必

ず
登
録
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
は
、
六
月
十
二
日
(
水
)

の
抽
遇
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
登
録
の

済
ん
で
い
な
い
チ
ー
ム
は
、
こ
の
十
ニ

日
の
抽
遇
日
に
は
使
用
申
込
み
が
で
き

な
い
ほ
か
、
毎
月
の
抽
遇
日
に
も
使
用

申
込
み
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
制
度
が
実
施
さ
れ
る
前
に
登
録
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
・
問
い
合
わ
せ
は
、区
教
育
委

員
会
体
育
管
理
係
へ
ど
う
ぞ
。

部

落

問

題

の

理

解

の

た

め

に
(
3
2
)

部
落
差
別
と
行
政
責
任
①

部
落
問
題
は
差
別
を
す
る
個
々
人

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
「国
の
責
務
」

「地
方
公
共
団
体
の
責
穆
」で
あ
り

「国
民
的
課
題
で
あ
る
」と
「同
対

審
答
申
」
や
「
特
別
措
置
法
」
は
指

摘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
差
別

を
つ
く
り
出
し
、
残
し
、
再
生
産
し

て
き
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
行
政
体
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

「部
落
民
」は
、徳
川
時
代
に
士

農
工
商
の
一
段
下
に
、
「人
間
外
の

人
間
」と
し
て
政
治
的
に
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
す
。そ
し
て
、が
け
ふ
ち

弋
河
川
敷
や
谷
あ
い
や
、へ
ん
ぴ

な
村
は
ず
れ
な
ど
、人
の
住
む
に
全

く
適
さ
ぬ
所
に
す
ま
わ
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
た
め
、今
日
な
お
地
域
環

構
が
劣
悪
で
、そ
の
こ
と
が
ま
た
差

別
偏
見
を
助
長
す
る
と
い
う
悪
循
環

を
生
ん
で
い
ま
す
。

仕
事
に
し
て
も
幕
府
や
藩
の
強
権

で
時
の
主
要
産
業
か
ら
し
め

出
さ

れ
、
た
ん
に
身
分
制
度
上
の
序
列
が

最
下
層
だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
生

活
条
件
全
休
が
、
何
百
年
も
の
あ
い

だ
最
底
を
む
り
じ
い
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
消
す
に
消
せ
ぬ
ハ
ン
デ
ィ

は

―
辺
の

『
解
放
令
』
で
こ
と
た
れ

り
と
さ
れ
、
他
方
、
「
士
族
」
に
は

民
衆
の
負
担
で
多
額
の
金
が
支
給
さ

れ
た
の
で
す
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部
　

八
五
〇
-
七
七
六
九
)

―
水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
―

プ
ー
ル
管
理
要
員
の
養
成
講
習
会

毎
年
、
水
泳
シ
―
ズ
ン
に
な
る
と
、

尊
い
生
命
が
失
わ
れ
、
楽
し
い
は
ず
の

水
泳
が
悲
し
い
桔
果
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
こ
で

、
区
で
は
、
水
泳
シ
ー

ズ
ン
に
備
え
て
こ
う
し
た
水
の
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
水
に
対
す
る
知

陷
を
区
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
水
上
安
全
法
、
救
急
法
の
講

習
会
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

□
第
一
次
講
習
会
(
初
心
者
向
)

日
時
―
六
月
十
日
(
月
)
～
十
四
日
―
(金
)

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

場
所
―
花
畑
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
ほ
か

□
第
二
次
講
習
会
(
上
級
者
向
)

日
時
―
七
月
四
日
(
木
)
～
十
二
日
(
金
)

<
た
だ
し
、七
日
(
日
)
を
除
く
>

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

場
所
―
区
体
育
館
プ
―
ル
ほ
か

●
対
象
―
一
般
区
民

●
定
員
t
各
講
習
会
と
も
五
十
名

●
受
講
料
―
無
料

●
請
師
L
R

赤
救
急
法
・
水
上
安
全
法

技
術
指
4
員

●
そ
の
他
―
第
―
次
…
泳
ぎ
の
で
き
な

い
方
に
は
、
水
泳
指
導
を
行
な
い
ま

す

第
二
次
:
永
上
安
全
救
助
員
の

資
格
が
得
ら
れ
ま
す

●
申
込
み
―
問
い
合
わ
せ
―
一
話
で
区

教
育
委
員
会
体
育
振
興
係
ま
で

※
参
加
す
る
方
は
、
水
着
、
医
師
の
健

康
診
断
書
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

青年団体育成講座
区
教
育
委
員
会
で
は
、

青
年
期
に
お
け
る
集
団
生

活
の
楽
し
さ
な
ど
、
そ
の

意
義
を
学
ん
で
も
ら
う
た

め
、
次
の
よ
う
に
講
座
を

行
な
い
ま
す
。

日
程
第
一
期
…
五
月
三

十
日
(
木
)
～
七
月
二

十
一
日
(
日
)
<
　
宿
泊

を
含
み
延
べ
九
回
〉　

第
二
期
・
=九
月
十
九
日

(
木
)
～
十
一
月
三
日
(
日
)
<
　
宿

泊
を
含
み
延
べ
八
会
〉第
三
期
…

昭
和
五
十
年
二
月
六
日
(
木
)
圭
一

十
七
日
(
木
)
<
　
延
べ
四
回
〉

時
間
　
午
後
七
時
～
九
時

場
所
　
区
青
年
館
(
東
武
大
師
前
駅
前
)

対
象

区
内
在
住
―
在
勤
の
青
年
(

十

五
歳
以
上
)

受
講
料
　
無
料
(
た
だ
し
、
宿
泊
費
は

実
費
負
担
)

申
込
期
限
　
五
月
二
十
一
日
(
火
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
教
育
委

員
会
青
少
年
係

国
保
の
豆
知
識

国
民
健
康
保
険
の
届
出
は
十
四

日
以
内
に
!

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取
得

し
た
り
、
喪
失
し
た
方
の
中
で
、

届
出
が
遅
れ
た
た
め
に
、
納
め
て

い
た
だ
く
額
と
異
っ
た
保
険
料
を

賦
課
さ
れ
た
り
、
ま
た
給
付
に
つ

い
て
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
生
じ
た

り
し
ま
す
の
で
、
届
出
期
間
は
ぜ

ひ
お
守
り
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
区
役
所
国
保
課
へ
。

―
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
―

体
育
指
導
委
員
の

ご
利
用
を

陽
気
も
一
段
と
暖
く
な
り
、
区
内
の

あ
ち
こ
ち
で
は
、
体
力
づ
く
り
や
健
康

増
進
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
る
光
景
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
区
で
は
、
区
民
の
み
な
さ

ん
に
、
よ
り
―
層
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ
租
目
に
応

じ
専
門
的
に
指
導
や
助
言
を
し
た
り
、

地
域
の
ス
ポ
―
ツ
レ
ク
リ
ェ
―
シ
ー
ン

事
業
の
企
画
・
立
案
に
協
力
し
た
り
す

る
体
育
指
導
委
員
を
区
内
の
各
地
域
に

任
命
し
て
い
ま
す
。
こ
―の
体
育
指
導
委

員
は
、
種
目
別
に
五
十
六
名
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
わ
は
、
区
教
宵
委
員
会
体

胥
振
興
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

。

掲
示
板

■
特
別
区
職
員

(高
校
卒
程
度
)
募
集

葬
集
職
種
!
事
務

募
集
入
員
―
約
二
百
名

受
験
資
格
―
学
歴
を
問
わ
ず
昭
和
二

十
七
年
四
月
二
日
～
昭
和
三
十
一

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
―
六
月
二
日
(
日
)

申
込
期
間
―
(
1
)
郵
送
…
五
月
十
四
日

(
火
)
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
(
2
)

持
参
…
五
月
二
十
日
(
月
)
～

五
月
二
十
二
日
(
水
)
ま
で

探
用
予
定
時
期
―
七
月
一
日
以
降

申
込
み

―
問
い
合
わ
せ
先
―
特
別
区

人
事
―
厚
生
事
務
組
合
人
事
企
画

部
企
画
課
(
〒
一
〇
二

千
代
田

区
九
段
北
一一

―
―
四

東
京
区

政
会
館
内
　

二
六
五
-
〇
六
七

一
内
線
二
五
四
～
二
五
六
)

■
愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

五
月
の
移
動
献
血
日
程

九
日
(
木
)
　

異
本
小
学
校

十
四
日
(
火
)
　

五
反
野
小
学
校

二
十
日
(
月
)
　

第
十
九
出
張
所

二
十
一
日
(
火
)
　

花
畑
小
学
校

三
十
日
(
木
)
　

北
千
住
駅
西
口

三
十
一
日
(
金
)
　

第
十
二
出
張
所

時
間
は
、午
前
十
時
～
午
後
三
時

(
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
〇

時
三
十
分
ま
で
は
昼
食
休
憩
時
間
)

■
1
6ミ
リ
映
写
機

講
習
会

日
時
-
五
月
十
四
日
(
火
)
～
二
十

二
日
(
水
)
<
　
十
八
日
・
十
九

日
・
二
十
日
を
除
く
〉
午
後
六
時

～
八
時
三
十
分

場
所
―
区
青
年
館
(
東
武
練
西
新
井

大
師
前
駅
下
車
)

曼
請
資
格
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
―
五
十
名

申
込
み
は
、
五
月
七
日
(
火
)
か

ら
区
教
委
文
化
係
で
受
付
け
ま
す
。

■
青
年
文
化
教
室

日
時
―
五
月
二
十
四
日
(
金
)
～
七

月
三
日
(
水
)
毎
週
水
―
金
曜

日

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三

十
分

場
所
―
区
青
年
館
(
東
武
線
大
師
前

駅
下
車
)

科
目
―
料
理
―
手
芸
(
フ
ラ
イ
ト
七

宝
と
ま
く
ら
め
編
)
・
話
し
方
教

室
(
初
級
)

授
旗
科
ド
無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費

等
は
実
費
負
担
)

資
格
―
区
内
在
住
―
在
勤
の
十
六
歳
～

一
十
五
歳
ま
で
の
勤
労
青
年

申
込
方
法
―
直
接
、区
青
年
館
(
　

八
九
〇
-
〇
〇
六
一
)
へ
各
科

目
と
も
定
員
五
十
名

受
付
け
一
五
月
七
日
(
火
)
午
前
九

時
か
ら
受
付
け
ま
す

■
図
書
館
休
館
の

お
知
ら
せ

区
立
図
書
館
で
は
、
図
書
の
特
別

整
理
の
た
め
次
の
と
お
り
休
館
し
ま

す
。

■
五
月
十
七
日
(
金
)
～
五
月
三
十

一
日
(
金
)
…
千
住
図
書
館
、宮
城

図
書
館
、
中
川
図
書
館

■
六
月
一
日
(
土
)
～
(
月
十
五
日

(
土
)
…
中
央
図
書
館
、
常
東
図
書

館
、
花
畑
図
書
館

■
三
ツ
峠
山

区
民
ハ
イ
キ
ン
グ

期
日
―
五
月
ニ
十
五
日
(
土
)
～
二

十
六
日
(
日
)
夜
行
日
帰
り

場
所
―
山
梨
県
三
ツ
峠
山

乗
り
物
―
往
復
バ
ス

会
費
―
二
千
八
百
円

申
込
締
切
り
―
定
員
百
名
に
な
り
次

第
締
切
り

申
込
み
先
―
会
費
を
添
え
て
次
の
い

ず
れ
か
へ

駒
草
山
荘
(
千
住

―丁
目
八
八
)

八
八

―
―
ニ
四
九
〇

マ
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
(
関
原
二
丁
目
一
六
-
一
一

八
八
七
―
八
九
一
九

区
役
所
の
電
話
番
号
を
お
ま
ち

が
い
の
な
い
よ
う
に
!
!
　
　

八
八
二
-
―
一
一
一
一
(
代
)

■ 5 月は、固定資産税・都市計画税( 第1 期分)・自動車税の納付月です　　■ 委任状( 印鑑証明等) に貼る収入印紙が50円になりました N・Y21U ―000


